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(2) 記入式 ( 穴埋め式 )
　文章の一部が空欄になった設問について、それを




Abstract:  After AY2020, the new "national center test for university admissions" will start.
Description-type questions that are not included in the current national center test are newly 
introduced. The marking process for description type problems -- evaluating scores for each an-
swer script -- is modeled as the semantic similarity of answer sentences to the correct answer 
sentences. It can be handled within a framework of natural language analysis. In this paper, 
based on natural language analysis, we proposed a basic model and a prototype method for 
automated marking. We also discussed some problems regarding the actual implementation of 
this method.
Keywords:  automatic exam marking, description type of examination, Japanese morpheme 
analysis, thesauri, knowledge base, dependency analysis, domain knowledge
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解答パターン数 1 少数 多
正解の数 1 1+α 多い＊
正解／不正解の判定 一意 一意＋言換え 複数条件で判定
採点の公平性の担保 可 可 ゆらぎ大
自動化 可 可 難
部分店の可能性 no no あり
* 正解と意味的に等価な言換えが多数発生する．





























　　　0 ≦ p’ ≦ p   ・・・・・・・・(2)



















　　　e: 評価対象表現、e’: 対応表現、w: 語 
　　　k: 正解文中の評価対象表現の数
　　　h: 解答文中の対応表現の数
　正解文はw  , e : の並び、解答文は w , e’ の並びとし
て以下のように表せる。
　Sr: w e1 w ・・ w e2 w・・w ei w・w ek・w w.
　Sr: w ・・e’1 w・ e’2  w・・w ei w・・w ekh w.
　　　1 ≦ i ≦ k ,  1 ≦ j ≦ h, , h ≦ k
　上式において、i、j はそれぞれ出現順序を表すも

















　　　se : 評価対象表現 (e) の部分点













以下の説明文を読み、設問に答えなさい (10 点 )。
説明文














を SNS で公開して情報提供を求めた」ことが問題となる理由を 60 文字以内で書きなさい。




























正解文には 4 か所あり、p=10 とし、それぞれの部分
点 (se ) を以下に示す。
　　e1　クレジットカード番号 3 (se1)
　　e2　個人情報  2 (se2)
　　e3　所有者の許可なく 3 (se3)
































             個人情報に  ┤
         　          相当し、 ─┐
      　   所有者の┐ |
        　      許諾なく┐ |
          　      それを┤ |
       　　　　 公表しているので ┤
             　　　　　　　　 問題である
図 3．解答文の実例．
図 4．解答文 -- 例 1 の解析結果の実例．












 　   　　　 個人情報に┐
                   含まれるもの┐
              　      　　 　なので	┐
          SNS で┐  │
            　公表していることは┐ │
            　      　　       　問題である
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　解答文の例として、図 3.3 に解答文 -- 例 1、解答
文 -- 例 2 を挙げる。上記解析は、解答文に対しても
同様の処理を実施する。














1 について、評価対象表現 (e1) とその対応表現 (e’) は
以下のようになる。
  　評価対象表現 (e) 対応表現 (e’)[ 解答文—例 1]
1  クレジットカード番号 クレジットカードの番号
2  個人情報 個人情報 
3  所有者の許可なく 所有者の許諾なく
4  公開している 公表している
　図 2 の解答文 - 例 2 では、評価対象表現 (e1) とそ
の対応表現 (e’) は以下のようになる。
　評価対象表現 (e) 対応表現 (e’)[ 解答文—例 2]
1  クレジットカード番号 カード番号
2  個人情報 個人情報 
3  所有者の許可なく 




　　(a) 部分点の算出 : 個々対応表現 (se’j) の評価
　　(b) 部分点の総和




si = se’j　　(1 ≦ i, j ≦ 4 = h)
したがって、(b) は以下となる。
        
　解答文 -- 例 2 では、(a) において「カード番号」が「ク
レジットカード番号」と同義とはみなされず、 se’1 
= 2 と仮定すれば、se’3 = 0 であるので、(b) は以下
となる。










        






験者の能力の評価項目として (a) 知識、(b) 思考力、
(c) 表現力を挙げている。当該設問の属する科目、ま
た作成者の意図によってはこれらの評価項目の比重





　採点手法で述べた採点方法では、解答文 - 例 3 の
得点p  = 10 となる。表現力を考慮した場合、p = 10
は不適当であろう。したがって、採点計算モデルと
して (3) 式を拡張し以下の式 (5) を導入する。




採点手法の性能評価の (4) で d が大きくなる要因と
して、同義表現の問題が挙げられる。これは次の 2
項目が挙げられる。
44　Science Journal of Kanagawa University  Vol. 29, 2018
文献




 2) 大学入試センター (2017) 大学入学共通テスト・平
成 29 年度試行調査・問題、正解表、解答用紙等．
　　(a) 個々の評価対象表現 (sei) の同義表現の数
　　(b) 正解文に含まれる評価対象表現の数 (k)

























































明した (4) 式において、sh を採点者 A による得点 sA 、
sc を採点者 B による得点 sB に置き換えれば、d は両
採点者間の相違を示すことを意味する。採点者間の相
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